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2016-17 年度  RI 会長：ジョン・ジャーム／ ガバナー：前嶋修身／会長：大野年司／ 幹事：渡辺久記  

クラブ会報委員会  委員長：松岡  保／例会日：木曜日  午後 12:30 開会／会場：ベルヴィアイトピア 

 

第２４７７回 １月第３例会 １月１９日（木） 

[ ものつくり大学 大人の社会科見学例会 ] 

●点鐘 大野年司 会長 

●会長の時間 大野年司 会長 

●幹事報告 渡辺久記 幹事 

●出席奨励・スマイル委員会 

●点鐘 大野年司 会長 

●社会科見学 

 

点 鐘 

会 長 の 時 間  

 
皆様こんにちは。今日は大変お寒い中、大勢の皆様に

ご参加頂き誠にありがとうございます。行田に在る大学で

はありますが、意外に縁がない方や一度も行ったことのな

い方もいらっしゃいますので、今回の見学を通して、大学

と色々な意味で親しくお付き合いをして頂けたらと思いま

す。今回の設営に際しましては、こちらで設計の指導等を

されている朽木会員にお世話になりました。誠にありがとう

ございます。 

 ものつくり大学は、皆様ご存知かと思いますが平成１３年

４月１日開校で技能工芸学部の中に製造学科と建設学科

があります。単に腕の良い職人さんを育てるのではなく、

技能に科学、技術、芸術、経済、感性等がわかる学生を

育てようとしております。弊社でも卒業生が何人かいて活

躍中です。是非、採用面、技術的研究等、何でも大学とご

相談頂いたり、ご活用頂いたりして、行田の大学を皆さん

で応援してゆきたいと考えますので、宜しくお願い致しま

す。 

また、大学敷地内に、ル・コルビュジエの実寸の休暇小

屋があります。詳細は朽木会員や先生からご説明があろう

かと思いますが、世界の近代建築の巨匠と言われた方の

実寸の作品は、希少価値があります。是非ご覧下さい。尚、

建物は奥様への誕生プレゼントとも言われております。 

最後に先程も申しましたが、この大学は日本でも珍しい

ものつくりの大学です。本当に行田市内、近くにある大学

ですので、お昼を食べに来るのもよし、仕事上の相談もよ

し、採用もよしということで、連携してご活用頂き、盛り上げ

て頂ければと思います。今日は、よろしくお願い致します。

ありがとうございます。 
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幹 事 報 告 

 
 

皆様、こんにちは。本日は、ものつくり大学の見学です。

本日に至るまで、色々とご尽力いただきましたものつくり大

学総務課の皆様、また朽木会員にはお礼申し上げます。 

では、幹事報告をいたします。 

1.  訃報の連絡です。既に会員の皆様には、ＦＡＸにて

連絡済みですが、福島会員のお母さまが亡くなられ

ました。改めてご冥福をお祈りしたいと思います。通

夜・告別式の日程は、通夜が1/20（金）午後６時より、

告別式が 1/21（土）午前１０時半から、場所は須加の

長光寺となっています。慶弔規定に基づき、クラブか

ら生花・香典を出させて頂きます。 

また、福島会員より、受付のお手伝いのお願いが

ありましたので、親睦委員長を通じて何名かの方にご

連絡させていただきました。明日明後日と天候が悪

そうですので、特にお手伝いいただく方には、暖かい

服装で体調に十分注意して頂ければと思います。 

 

2. 来週の予定について報告します。来週の例会は、

1/26（木）場所はアイトピアに戻りまして、社会奉仕委

員会担当の昼の例会です。卓話講師は、南川会員 

です。宜しくお願い致します。 

  また、来週の月曜日 1/23 は、ＩＭ実行委員会がアイト

ピアにて午後６時半から予定されています。また火曜

日 1/24 には、５０周年実行委員会の炉辺が富士見

鮨さんにて予定されています。どちらもお間違えの無

いように、再度確認をお願いいたします。 

 

以上 幹事報告でした。 

 

 

主 旨 説 明 

 
朽木委員 

 

司会 大谷会員 

出 席 状 況 報 告 

T 

A 

正会員数 

85 年規定承認者 

６７名 

１６名 

A 理事会欠席承認者  

P 本日の出席者 ２２名 

B 各承認者の例会出席者 ５名 

MU 本日のメーキャップ者 １０名 

本日の出席率 ５７％ 

 

大人の社会科見学 

ものつくり大学 
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ものつくり大学は、国や産業界から大きな期待を受けて、

２００１年、２１世紀の幕開けとともに開学しました。 

 理論や実技を融合した革新的なカリキュラムと徹底した

少人数実践教育で、社会で即戦力となる真の実力を身に

つけることが出来る工科系大学であります。 

 卒業生も累計２８７６名（2015 年度末）になり、これから中

堅技術者、管理・監督者として国内外で逞しく活躍する声

が聞こえてくるでしょう。 
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